
















Theoretical Implication of Cooperation Price in Amoeba 
Management:  
Focus on Enabling Control Concept 





































































































































































































 管理会計研究の領域では、MCS にイネーブリング概念を援用した Ahrens and 
Chapman（2004）が嚆矢となり、国内外で研究が蓄積されている（西居・近藤, 
2015）。Ahrens らはイネーブリング概念をベースに MCS のイネーブリングな利
用（enabling use）に研究関心を持ち、イネーブリング・コントロール（enabling 
control）概念を新たに提示している。イネーブリング・コントロールはそれまで








イネーブリングの設計には「修復（ repair）」「内部透明性（ internal 
transparency）」「全体透明性（global transparency）」「柔軟性（flexibility）」の




めたものが図表 4 である。 


























































































































































































(5) 図表 1 の JAL の場合について補足すると、路線統括本部の実質収益（A）は顧客から
の販売収益（図表内、未記載）から旅客販売統括本部の販売手数料（E）を差し引いた額
となる（森田, 2014, p.104）。よって図表 1 の数値を用いると次のように説明できる。
（A）10,000 円＝顧客からの販売収益 11,000 円－（E）1,000 円。（A）10,000 円－
（B）2,000 円－（C）4,000 円－（D）3,000 円＝1,000 円（①）。①の 1,000 円は路線統
括本部が各下請部門に収益を配分した後に手元に残る（路線統括本部に帰属する）収益と
いう性格を帯びる。路線統括本部単独の採算管理は①の収益の範囲内でやりくりすること






















（付記）本研究は基盤研究(C)課題番号 16K03991 に基づく研究成果の一部である。 
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